




























































































に入り込み、中でも β ５及び β ２との結合で
は活性中心にあるアミノ酸の側鎖にある OH 基






を明らかにした（PLoS One, 8, e60649, 2013）。
　続いて、主に多発性骨髄腫細胞株を用いた














accepted article preview online December 4, 
2013.）。以上より、ホモピペラジン化合物が
ユニークな化学構造と作用機序を有するボルテ
ゾミブ耐性の克服にも有効な新規プロテアソー
ム阻害剤経口薬であることを明らかにした。
　最後になりますが、大阪癌研究会より学術研
究助成金を賜りましたことを感謝すると共に、
貴財団のますますのご発展をお祈りしております。
＊自治医科大学分子病態治療研究センター
　平成 24 年度一般学術研究助成金交付者
